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の妥当性を確認した。                                       
 研究方法 
  週齢 8 週の雄の Wistar ラットと Sprague-Dawley (SD)ラットを使用した。それぞれのラ
ットに脳表電極を植え込み、両側総頚動脈結紮術を施行した。その後 24 時間ビデオ脳波
モニタリングを施行し、けいれん発作の有無、結紮 2 時間後の棘波数の計測、パワースペ
クトル解析を行った。また両側総頚動脈結紮後 6 時間後に MRI 検査を行い、FA 値、ADC
値、ASL 法による CBF 値、梗塞面積、MRS の測定を行った。              
研究成績及び考察 
  Wistar ラットは SD ラットと比較し、有意に死亡率が高く、痙攣発作、非痙攣性てん
かん発作を起こしていた。パワースペクトル解析では徐派成分のパワー値の上昇を認め
た。MRI では Wistar ラットで、ADC 値の低下と梗塞面積の増大を認め、MRS では NAA、
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妥当性および、虚血による急性症候性モデルとしての妥当性を確認した。                                    
週齢 8 週の雄の Wistar ラットと Sprague-Dawley (SD)ラットを使用した。それぞれのラ
ットに脳表電極を植え込み、両側総頚動脈結紮術を施行した。その後 24 時間ビデオ脳波
モニタリングを施行し、けいれん発作の有無、結紮 2 時間後の棘波数の計測、パワース
ペクトル解析を行った。また両側総頚動脈結紮後 6 時間後に MRI 検査を行い、FA 値、
ADC 値、ASL 法による CBF 値、梗塞面積、MRS の測定を行った。                                    
Wistar ラットは SD ラットと比較し、有意に死亡率が高く、痙攣発作、非痙攣性てんか
ん発作を起こしていた。パワースペクトル解析では徐派成分のパワー値の上昇を認めた。
MRI では Wistar ラットで、ADC 値の低下と梗塞面積の増大を認め、MRS では NAA、
グルタミン酸の低下と lactate の上昇を認めていた。Wistar ラットは両側総頚動脈結紮
後、痙攣発作を引き起こしやすく、その背景には虚血による代謝産物の変化が考えられ
た。したがって、同モデルを使用する際には痙攣発作が実験結果に及ぼす影響を考慮す
る必要がある。また、虚血による急性症候性発作モデルとしての今後の基礎研究への応
用が期待できる。 
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